
令和７年度上半期における
函館市医療・介護連携支援センターの
活動報告について
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（１）情報共有ツール作業部会関係業務



調査期間：令和６年７月１日～Ｒ７年６月３０日

4

種別 配付件数（件） 回収件数（件）
種別ごとの
回収率（％）

①入院医療機関 24 17 71

②居宅介護支援事業所 92 36 39

③地域包括支援センター 10 7 70

④訪問看護 41 18 44

⑤短期入所生活介護 27 4 15

⑥短期入所療養介護 11 0 0

⑦特定施設入居者生活介護 11 7 64

⑧小規模多機能型居宅介護 17 3 18

⑨認知症対応型共同生活介護 47 7 15

⑩地域密着型特定施設入居者生活介護 13 7 54

⑪地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 5 1 20

⑫看護小規模多機能型居宅介護 4 2 50

⑬介護老人福祉施設 17 8 47

⑭介護老人保健施設 8 4 50

⑮介護医療院 4 2 50

⑯サ高住・有料 84 11 13

合計 415 134

①情報共有ツール作業部会 はこだて医療・介護連携サマリー 活用状況調査集計結果

【調査対象機関等一覧表】
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（１）ア 貴所属機関では，「はこだて医療・介護
連携サマリー」（以下「サマリー」と表記）を
作成し，情報共有に活用されたことがありますか。

（１）イ いいえの理由。

（２）（１）で「はい」の方にお伺いします。
ア どれくらいの頻度でお使いですか。

（２）イ 入退院（所）支援の際，事前に相手先に
サマリーを提供していますか。（緊急入院は除く）

57%

43%
はい（76件）

いいえ（58件）

16%

2%

40%

9%

28%

5% 機会がない（9件）

今後使用予定（1件）

準備ができていない（0件）

既存の書式を利用（24件）

電子カルテで管理（5件）

その他（16件）

未回答（3件）

55%33%

12%

入退院（所）支援のたび毎回作成

（50件）

対象者を選定して（または限定）

して作成（30件）

その他（11件）

83%

14%

3%

はい（63件）

いいえ（11件）

未回答（2件）



（２）ウ サマリーを活用した情報連携の効果を教えてください。
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（３）マイナーチェンジ後のサマリーを活用されましたか。

（４）「サマリー」の内容について，見直しが必要な
箇所があると思われますか。

83%

14%

3%

はい（63件）

いいえ（11件）

未回答（2件）

10%

80%

10%

あり（13件）

なし（108件）

未回答（13件）

項 目
受取件数
（件）

割合
（％）

事前にサマリーを受
けたことで支援やカ
ンファレンスの準備
ができた

①はい 62 79

②いいえ 2 3

③わからない 10 13

④未記入 4 5

合計 78

カンファレンス（担
当者会議）の時間短
縮になった

①はい 42 54

②いいえ 7 9

③わからない 24 31

④未記入 5 6

合計 78

支援チーム（病院や
在宅・施設）の中で
統一したケアを実施
できた

①はい 54 69

②いいえ 2 3

③わからない 16 21

④未記入 6 8

合計 78



（５）これまでに「応用ツール」の中で，活用したことがあるもの，もらって助かったものを教えてください。

活用したことがあるツール

受け取って助かった応用ツール
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応用ツールの種類等

活用したことがある 受け取って助かった

件数
（件）

割合
（％）

件数
（件）

割合
（％）

①付帯情報管理 25 8 24 8

②褥瘡管理 20 6 20 7

③認知症管理 36 11 27 9

④食事摂取・栄養管理 20 6 25 8

⑤自己腹膜灌流管理 3 1 3 1

⑥酸素療法管理 18 6 14 5

⑦中心静脈栄養法管理 7 2 7 2

⑧糖尿病治療管理 15 5 15 5

⑨経管栄養法管理 15 5 15 5

⑩膀胱留置カテーテル管理 26 8 22 7

⑪自己導尿管理 5 2 5 2

⑫胃瘻・尿管皮膚瘻管理 7 2 6 2

⑬人工呼吸療法管理 3 1 4 1

⑭気管カニューレ管理 3 1 2 1

⑮人工肛門・人工膀胱管理 16 5 13 4

⑯感染に関する管理 4 1 21 7

⑰緩和ケア情報共有シート（MOPN） 5 2 13 4

⑱本人の意向を尊重した
意思決定支援のための情報

13 4 21 7

⑲特記事項 38 12 30 10

⑳特になし 18 6 14 5

㉑未回答 19 6 17 6

合計 316 302



調査期間：令和５年１２月１日～令和７年６月３０日
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所属機関 事業所件数（件） 回答人数（人）
回答人数に

占める割合（％）

①病院 24 18 10

②診療所 147 23 13

③居宅介護支援事業所 92 45 25

④地域包括支援センター 10 32 18

⑤訪問介護 88 4 2

⑥訪問入浴介護 4 0 0

⑦訪問看護 41 13 7

⑧訪問リハビリテーション 16 0 0

⑨通所介護 86 2 1

⑩通所リハビリテーション 16 0 0

⑪短期入所生活介護 27 3 2

⑫短期入所療養介護 11 0 0

⑬特定施設入居者生活介護 11 5 3

⑭福祉用具貸与 22 1 1

⑮定期巡回・随時対応型訪問介護看護 16 0 0

⑯小規模多機能型居宅介護 17 2 1

⑰認知症対応型共同生活介護 47 5 3

⑱地域密着型特定施設入居者生活介護 13 5 3

⑲地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 5 1 1

⑳看護小規模多機能型居宅介護 4 0 0

㉑介護老人福祉施設 17 6 3

㉒介護老人保健施設 8 5 3

㉓介護医療院 4 3 2

㉔サ高住・有料 84 9 5

合計 810 182

※本調査は，より多くの意見を収集できるよう，事業所ごとではなく，個人単位での回答としている。

②もしもノートはこだて活用状況調査集計結果

【調査対象機関等一覧表】
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（１）もしもノートはこだて（以下，「もし
もノート」と表記）をご覧になったこと
がありますか。

59%
41%

はい（107件）

いいえ（75件）

（２）日常の療養支援において「もしも
ノート」を活用する機会はありまし
たか。（詳細は右表参照）

18%

82%

はい（19件）

いいえ（88件）

所属機関

はい いいえ

回答人数
（人）

割合
（％）

回答人数
（人）

割合
（％）

①病院 1 5 11 13

②診療所 3 16 6 7

③居宅介護支援事業所 6 32 27 31

④地域包括支援センター 0 0 20 23

⑤訪問介護 5 26 4 5

⑥訪問入浴介護 0 0 0 0

⑦訪問看護 1 5 2 2

⑧訪問リハビリテーション 0 0 1 1

⑨通所介護 0 0 0 0

⑩通所リハビリテーション 0 0 1 1

⑪短期入所生活介護 0 0 0 0

⑫短期入所療養介護 0 0 0 0

⑬特定施設入居者生活介護 0 0 2 2

⑭福祉用具貸与 0 0 1 1

⑮定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0 0 0 0

⑯小規模多機能型居宅介護 0 0 0 0

⑰認知症対応型共同生活介護 0 0 1 1

⑱地域密着型特定施設入居者生活介護 1 5 2 2

⑲地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 0 0 1 1

⑳看護小規模多機能型居宅介護 0 0 0 0

㉑介護老人福祉施設 2 11 2 2

㉒介護老人保健施設 0 0 3 3

㉓介護医療院 0 0 1 1

㉔サ高住・有料 0 0 3 3

合計 19 88
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（２）多職種連携研修作業部会関係業務
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①令和７年度多職種連携研修実績および予定表

目的(テーマ)および内容
形式 定員

(人)

参加
者数
(人)

時期
(実施日時)規模 形態 レベル

１

相
互
理
解
の
促
進

①医療関係者向け研修
「退院後，施設でこんな生活をしています～介護老人保健施設，グ
ループホーム編」

中規模 座学
講義

初級～
中級 80

①37
②32

①R7.5.22(木)
②R7.8.26(火)
③R8.2月予定

②介護関係者向け研修
「回復期機能をもった病床のある病院の事情について～思いやりの
ある連携～」

中規模 座学
講義

初級～
中級 100

①106
②44

①R7.6.12(木)
②R7.8.21(木)
③R8.2月予定

③オープンカンファレンス 中規模

対話体
験型
(事例
報告)

初級～
上級 100 未定

２

連
携
強
化

①連携強化
「第１０回函館市医療・介護連携多職種研修会」
「病院・在宅・施設の立場から考える～在宅(自宅・施設)生活ムリ
だよねの壁を越えてみませんか？～」

大規模

対話体
験型(ｼ
ﾝﾎﾟｼﾞｳ
ﾑ・GW)

中級～
上級 300 200 R7.10.18(土)

②看取り
「令和７年度 函館市医療・介護連携『在宅看取り研修会』」
「在宅支援チームの看取りケア～その時，私たちにできること～」

中規模

対話体
験型
(事例
報告)

中級～
上級 100 165 R7.7.18(金)

③入退院支援
「入退院支援連携強化研修会(ガイド編)」(退院支援分科会主催)
「ズレてない？その人のイメージ～視点のズレに気づいて，すり合
わせるケア連携へ～」

小規模
対話体
験型
(GW)

中級～
上級 60 57 R7.11.14(金)

④急変時対応(急変時対応分科会実務者会議主催)
「令和７年度函館市医療・介護連携『急変時対応研修会』」 中規模

対話体
験型(ｼ
ﾝﾎﾟｼﾞｳ
ﾑ)

中級～
上級 100 R8.2月予定

※・対象者は全て医療・介護関係者。
・主催／共催については，２の②看取り「令和７年度 函館市医療・介護連携『在宅看取り研修会』」のみ６連協と共催。それ以外の
研修については，ほくと・ななえ医療・介護連携支援センターと共催。

・センター主催研修会への見学参加を促すため，各医療・介護系の学校へ案内周知を行っている。
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②ホームページ上で掲載した研修情報一覧

対象期間：令和７年４月～令和７年９月
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（３）連携ルール作業部会関係業務
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①「はこだて療養支援のしおり」 令和７年度更新内容
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②「はこだて入退院支援連携ガイド」 令和７年度更新内容

はこだて医療・介護連携サマリーのマイナーチェンジに伴い，
24ページに掲載している基本ツールの図をマイナーチェンジ様式
に変更し，マイナーチェンジに係る文章を追加。
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対象期間：令和６年４月１日～令和７年６月３０日

医療系 居宅 包括 通所系 訪問系 施設系 合計

配付数（件） 176 89 10 130 185 227 817

回答数（件） 20 23 4 4 13 19 83

回収率（％） 11.4 25.8 40.0 3.1 7.0 8.4 10.2

医療系 ＝ 病院，診療所
通所系 ＝ 通所介護（地域密着型含む），通所リハビリテーション，小規模多機能型居宅介護，

看護小規模多機能型居宅介護
訪問系 ＝ 訪問介護，訪問看護，福祉用具（貸与／販売）
施設系 ＝ 介護老人福祉施設（地域密着型含む），介護老人保健施設，介護医療院，グループホーム，

サービス付き高齢者向け住宅，有料老人ホーム，ケアハウス，養護老人ホーム，
ショートステイ

【サービス種別集計結果】

③在宅看取り冊子「大切な方の旅立ちを支える皆様へ」アンケート集計結果



17

（１）在宅看取り冊子「大切な方の旅立ちを支える皆様へ」（以下，「看取り冊子」と
表記）をご覧になったことがありますか。

医療系 居宅 包括 通所系 訪問系 施設系 合計

はい

件数
（件）

12 14 4 4 10 6 50

構成比
（％）

24 28 8 8 20 12

いいえ

件数
（件）

8 9 0 0 3 13 33

構成比
（％）

24 27 0 0 9 39

はい

60%

いいえ

40%

（２）（１で「はい」と答えた方）「看取り冊子」を使用したことがありますか。

医療系 居宅 包括 通所系 訪問系 施設系 合計

はい

件数
（件）

2 2 1 2 4 0 11

構成比
（％）

18 18 9 18 36 0

いいえ

件数
（件）

10 12 3 2 6 6 39

構成比
（％）

26 31 8 5 15 15

はい

22%

いいえ

78%

合計の割合

合計の割合
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④オーバーナイト対象患者に係るヒアリング調査結果（医療サイド）

１ 調査対象期間：令和７年１月１日～令和７年６月３０日

２ 調 査 対 象：全１７機関
・空床情報システムに登録している急変時対応協力医療機関
・二次救急医療機関

３ 調 査 結 果：下記のとおり

ヒアリング項目 回答

１ 年齢 不明

２ 性別 不明

３ 居住地 不明

４－１ 紹介元病院（オーバーナイトを行った病院） 急性期病院

４－２ 空床情報システムの確認の有無 確認していない

５ 病名 迷走神経反射

６ 二次救急医療機関へ救急搬送された経緯 迷走神経反射による体調不良

７
オーバーナイト後から転院受け入れまたは
退院までに要した期間

１晩

８ 転院受け入れ後から退院までの入院期間 １日

９ 退院先 施設
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⑤高齢者の急変時の救急受診にかかわる調査（介護側へのヒアリングに先立つアンケート）

実施時期：令和６年７月１日～令和７年６月３０日

種別
配付件数
（件）

回収件数
（件）

種別ごとの
回収率
（％）

①居宅介護支援事業所 93 33 35.5

②地域包括支援センター 10 6 60.0

③訪問看護 41 13 31.7

④短期入所生活介護 28 3 10.7

⑤短期入所療養介護 11 1 9.1

⑥特定施設入居者生活介護 12 5 41.7

⑦小規模多機能型居宅介護 19 4 21.1

⑧認知症対応型共同生活介護 48 7 14.6

⑨地域密着型特定施設入居者
生活介護 13 6 46.2

⑩地域密着型介護老人福祉施設
入所者生活介護 5 1 20.0

⑪看護小規模多機能型居宅介護 6 0 0.0

⑫介護老人福祉施設 17 7 41.2

⑬介護老人保健施設 8 4 50.0

⑭介護医療院 4 2 50.0

⑮サ高住・有料 80 12 15.0

合計 395 104

【調査対象機関等一覧表】

（１）貴所属機関において，夜間や休日に高齢者の
容体が急変した際に，救急医療機関へ受診対応
（救急車の要請含む）した事例がありましたか。

62%

38% はい（65件）

いいえ（39件）

（２）（１で「はい」と答えた方）救急受診した
際に，診察の結果，入院の判断とならずに帰
宅となり，対応に困った事例はありましたか。

23%

74%

3%

あった（15件）

なかった（48件）

未回答（2件）



20

（４）その他
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①令和７年度上半期におけるその他の活動報告

（１）地域の医療・介護の資源の把握
・多職種から寄せられたお役立ち情報：８件
・コラム 「医療・介護連携マップで検索できる各機関の機能」の掲載：２件

第９回 「ショートステイ」
道南地区老人福祉施設協議会 会長
社会福祉法人禎人会 介護老人福祉施設 シンフォニー 施設長 齋藤 禎史 様

第１０回 「軽費老人ホーム」
社会福祉法人函館元町会 ケアハウス菜の花 施設長 可香 洋平 様

（２）医療・介護連携に関する相談
・新規相談件数６０件（延べ１１７件）

（３）市民への普及啓発
・出前講座：４件
・３市町合同住民公開講座（映画「痛くない死に方」上映とトークセッション）
令和７年７月５日（土）13:30～16:30 函館市民会館小ホール
参加者数 ３３９名

（４）医療・介護関係者の専門性の向上
・出張講座：２件

（５）その他
・新規立ち上げ事業所挨拶回り：３件
・実態把握の事業所訪問等：５件
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